
本庄市教育大綱（案）
（平成３０年度～平成３４年度） 

基本理念 

世のため、後のための教育

～未来を拓く人を育み、 

歴史と文化の薫るまち～ 

本市は、江戸時代の盲目の国学者である塙保己一

生誕の地です。 

本市の教育は、塙保己一の遺したことば「世のた

め、後のため」の理念のもと、自ら未来を切り拓く

ことのできる人材を育成します。 



基本方針 

１ 確かな学力と自立する力の育成 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

３ 教育環境の整備 

４ 生涯学習の活発化 

５ 文化財の保護と活用の推進 

６ 生涯スポーツ・レクリエーションの促進 

変化の激しい時代において、子どもたちが夢や志を持ち、主体的・意欲的に自ら人生を切り拓いていける

よう、確かな学力と自立する力を学校・家庭・地域がともに力を合わせ育成します。 

互いの生命と人権を尊重し、他者を思いやる心や感動する心を育むとともに、運動に親しみ体力の向上に

取り組む、心身ともに健やかな子どもたちを育成します。 

子どもたちが快適かつ安心して学習に取り組めるよう、学校支援体制の強化や学校施設の計画的整備、教

育機器の充実などの教育環境の整備を推進します。 

誰もが豊かで充実した人生を送れるよう、多様なニーズに対応した学びの場の提供と情報発信を行うとと

もに、学びの成果を発揮できる機会の創出を図ることで、生涯学習と芸術文化活動の活発化を推進します。

長い歴史と伝統を持つ本市の貴重な財産である文化財を適切に保護し、未来へと継承しつつ、これらを学

び親しみ、また市内外にその魅力を広く発信していくとともに一層の有効活用を図ります。 

市民がいつまでも心身ともに健康で生きがいを持って暮らせるよう、「市民一人１スポーツ」を目標とし

て、誰もがスポーツ・レクリエーションに親しめる環境づくりを図ります。 


